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　　　　　　　　　　　　“日本気象学会創立100周年記念レビュー”編集後記

　標記のレビューについては，執筆者の方々はもとより会員各位に大変お世話をおかけしました．振り返って見

て，とにかく立派なシリーズとなったと感慨にたえません．

　この計画が立てられてから，まず会員の皆様の希望はどこにあるかと思い，アソケートを募集しました（r天

気」28巻2号にその結果を報告）．そしてそれを参考に各執筆者を決め，原稿を依頼しました．アソケートの要

望が多岐にわたるため，各執筆者はどのように内容をまとめるか大変苦労されたと思います．また予定したテー

マのうち総観気象，大気物理・化学（その2）は掲載できなくて残念でしたし，予定した順序通りに必ずしもゆ

かなかったことはありますが，幅の広い気象学の発展の概観につき，その主要なところをレビューでぎたと思っ

ています．

　編集部として至らぬところは重々反省していますし，この種のレピューはこれだけで終わるゐでなく，今後も

続くべきことですから，．たえず先を見つめて我々は歩みたいものです．どうも皆様有難うございました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内田英治）
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